
 

 

 

 

 

 

１．単元目標  

○食料自給率や輸入など外国との関わりなどについて調べることを通して，日本の食料生産には問

題点があることや，輸入においてどのような事柄を解決しなければならないのかを理解すること

ができる。 (知識及び技能)  

◎食料生産の問題点や解決のための取り組みについて学習したことを基に，消費者や生産者の立場

などから多面的・多角的に考えて，食料自給率を上げるべきか,下げるべきか,このままが良いか

を考えることができる。（思考力・判断力・表現力等）  

○学習したことを基に，消費者や生産者の立場などから多面的・多角的に考えて，これからの食料

生産について考えようとする。(学びに向かう力，人間性等)    

２．情報活用能力育成をめざす単元づくり（全 6時間扱い） 

（１）単元について 

  教科書では,食の安全や食料の確保など,様々な観点から食料自給率を高めることの重要性に

ついて記述されている。しかし,輸入に頼らざるを得ない状況も理解すべきであり,ここでは食料

自給率を上げるべきか下げるべきか,またはそのままが良いかを根拠をもって説明させたい。ま

た,多面的・多角的に様々な意見を比較して深めさせたい。そのツールとしてスライドを活用し,

資料等を示してアウトプットさせるということを主眼としたい。また,この単元を通して,教科書

やインターネットなどから手に入れた情報を精査し,活用できる力を身につけさせたい。 

（２）学習計画 

 時 学習内容 留意点 

１ 課題の設定 

 

 

２ 情報の収集 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

３ 

 

 

 

 

４ 

本時 

５ 

５ 

○食料自給率における日本の

現状と課題について確認す

る（ショートレッスン）。 

○1 時間目で学習した内容を柱

に,調べ学習を行う。 

 

〇上げる・そのまま・下げるこ

とへのそれぞれのメリット

や課題点などをジグソーで

確認する。 

 

○班でJamboardを活用し,意見

を決める。なぜその意見にな

るのか,資料を比較・検討し,

根拠となる資料をスライド

で作成する。 

・資料やグラフから，日本の食料生産

の現状を読み取り，どのような課

題があるのかを確認する。 

・学習問題や向けるべき視点を確認

し,自分達なりの意見を構築するた

めの調べ学習をする。 

 

 

 

 

 

＜本時展開参照＞ 

 

３ 整理・分析 

 

小学５年 社会科「これからの食料生産とわたしたち」 

柏市立風早北部小学校 岩﨑 敬 



４ まとめ・ 

   表現 

 

 

６ 

 

○自分たちの意見を伝え合い,

最終的な結論をそれぞれで

出す。 

 

○単元全体の振り返りを記述

し,発表する。 

・スライドを使い,自分たちの意見を

プレゼンする。 

・自分や他者の意見から自分の最終 

結論をまとめる。 

・単元を振り返り,何がわかったかや 

疑問を記述する。 

５ 振り返り・ 

  改善 

３．本時について（本時４/６時間） 

（１）本時の目標 

○資料から情報を収集し，得た情報について伝え合ったり，自他の情報を統合して考えたりする活

動を通して，自分達なりの解を考えることができる。 

（２）本時の展開 

時間 主な学習活動 指導上の留意点 

導入 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開

① 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.【学習問題・視点の確認】学習問題や前時までの調

べ学習や話し合いの視点を確認する。 

☆児童に与えた視点 

・日本の食料自給率は約４０％ 

・日本人の食生活の変化 

・食の安全性 

・食の確保 

 

 

 

２.【班で比較・検討】上げるべき・このまま・下げ

るべきの３択から選び,その理由を考える。必ず答

えに根拠を持たせる。なぜその解にたどり着いたの

か,資料などをもとに話し合いをし,多くの視点の中 

 で決定をする。 

《予想される児童の反応》 

＊上げるべき 

・国産の方が安全。 

・作っている人たちがいなくなるのは困る。 

・ブランドがなくなってしまう。 

 

＊下げるべき 

・食料自給率は低いのだから輸入に頼って様々なもの

を食べればよい。 

・値段が安い。 

・食料の確保 

 

＊そのまま 

・どちらも極端に変えるべきではない。 

・様々なバランスがとれている。 

 

〇答えは一つではないということを伝え,様々な視点

から考えられるよう声かけをする。 

●教師の方でホワイトボードに 

残しておいた前時までの学習

内容を示し,確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

●自分の考えには,必ず根拠を 

もたせるよう意識付けさせる。 

●【タブレット端末】Jamboardに

自分の意見の書いてある付箋を

表に貼り,意見を考えるもとと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

○学日本の食料自給率はこのままでよいのだろうか。 



 

 

展開 

② 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

10分 

 

 

３.【根拠を示す】自分の考えを説明するために必要な

資料を選び,スライドを作成していく。引用する資

料が説明する上で効果的な表現となっているかを

意識して作成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．自分たちの解とプレゼンの方向性が良いかどうか

見直す。 

 

 

●【タブレット端末】自分の考え

を説明するために必要な資料を

選び,スライドを作成していく。

引用する資料が説明する上で効

果的な表現となっているかを意

識して作成させる。 

 

●班でもう一度比較検討し,各

自わかったこと,疑問に思っ

たこと,解決したいことなど

を振り返り記述する。 

 

（３）情報活用能力のプロセスと育成を図るポイント 

課題の 

設定 

 情報の 

収集 

 整理・分析 ◎ まとめ 

表現 

〇 振り返り 

改善 

 

○整理・分析のポイント 

 自分たちが班で導き出した納得解を示せるように場面を設定している。スライドで根拠となる資

料を作成することで様々な情報が可視化されるので,児童は端末を活用し意見の比較ができる。 

 

○まとめ・表現のポイント 

 自分たちの考えた納得解を様々な資料を根拠として理論立てて説明できるようになっている。こ

こでは一つの視点に絞らず,多面的・多角的な視点から自分達の意見を表現できるようにする。 

 

【参考資料１】情報収集時の段階（２時間目終了時）での児童の振り返り 

 

・国内産の物は安心安全のために色々な取り組みがあることがわかった。 

・外国に比べて，日本は食料自給率が低いことがわかった。 

・食料生産についてよく知ることができた。そして，自給率をあげなきゃいけないと考えた。 

・日本の食料自給率が減っていることがわかった。国産品は値段が高くてほとんど輸入に頼っていることが

わかった。 

・日本は，国産品が少なく，輸入に頼っているということがわかった。 

・日本の食料は安定していると思っていたけど，それは根拠のない推測で本当は外国の輸入に頼っているこ

とを知った。でも今はまだ危機感が持てない。輸入して安定しているから。 

・食料自給率だけでなく，食の安全についても国はかなり対策していると知った。 

・もしどんどん食料自給率が下がったらどうなるのかが気になった。 



【参考資料２】単元が終わった後の児童の振り返り 

 

 

【参考資料３】Jamboardを活用した意見交換の内容 

 

・発展させないという自分の意見があり同じ発展させない意見もたくさん知れた。発展させるや，キープの

人の意見も知れて良かった。発展させないと様々なデメリットもあるので，バランスが大事だということ

がわかった。 

・他の班の意見を聞いて世界は広いな と，思った。自分たちの班は，食料自給率を５０％ぐらいまで上げ

てからその状態をキープすべきというものだったが, 食料自給率を上げたり，下げたり，キープだったり

など様々な意見があったので,他の班と意見を比べて自分の考えをまとめた。 

・日本は食料自給率を上げたいと思っていることやお米は自給率が高いが他のもののせいで日本全体の食料

自給率が下がってしまっていることがわかった。今より増やしたいと思っていても，食品ロスや地形問題

などがあると知ってそう簡単に増やせないとがわかった。 

・スライドの発表をしてみんなの班の発表がわかりやすかったからから，これからのスライドづくりではよ

りわかりやすく根拠のあるスライドを作りたいと思う。 

・昔は国内での生産でほとんど頑張っていたのに現在では食料自給率が 40％だから，日本はもっと頑張ら

なければいけないと考えることができた。 

・最初は今のままでも別にいいからキープって思っていたけど,安全性や金がかかるなどのデメリットがあ

るから上げる方が良いと意見が変わった。 

・今まで通り，輸入は続けていいと思うが，食料自給率を少しは上げるために努力しても良いのではないか，

と思った。 



 

 

【参考資料４】児童が作成したスライド 

 



 

 

 

 

 
実践を終えて 

一人一台端末を活用することの良さとしては,今までできなかったことが簡単にできる

ということが大きい。今回の事例で言えば,自分の考えを説明したいときに提示したい資

料をプロジェクターで映せるということだ。従来であれば黒板に書いたり,ホワイトボー

ドで意見のみを提示したりとアウトプットできる情報量や質に限りがあったが,スライド

を活用すれば制限なく,簡単に自分の示したいものを提示することができる。また,意見の

交換や蓄積をするには Jamboardが有効だった。自分の意見を付箋に書いて貼り付けるこ

とでそれぞれの伝えたいことが１枚のシートに保存される。振り返りにも活用できるの

で,ぜひ活用すべきツールだと感じた。 

本単元において身につけさせたい力が「根拠をもって自分の意見を説明することができ

る」ことと「多面的・多角的な視点で学習を深めさせたい」である。参考資料１からは

「内容を理解した」「～がわかった」などの児童の振り返りが多かった。しかし,スライド

や Jamboardを使うことで,ただ用語を理解したり覚えたりするだけにとどまらず,課題を

見出し,様々な角度から比較検討し,深める様子が見て取れる。また,スライドを使った発

表がわかりやすかったという振り返りもあった。このような児童の変容からも,一人一台

端末の積極的な活用が望ましいと考える。 


